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 令和６年３月３１日（日）第一防災広場に於いて、総勢４１名（子供含む）の方々が参加し「地域防災生活

訓練」を行いました。当日は天候に恵まれ、先ず集まった人達で生活空間の確保として、ブルーシートを使

った簡易テント組み立てました。 

 次に被災生活の訓練として 2 か所にカマドを設置し、大きなお釜でご飯を炊きカレーを作りました。 

また照明の確保訓練として、サラダ油を使用した簡易照明、等も作りました。 

ペットボトルを使っての生活用水 

としての簡易浄水器も作りました。  

これからも、毎年今頃「地域防災 

生活訓練」を行っていきます。 

災害は、いつ来るかわかりません。 

日頃からの訓練が大変重要となります。 

（橋本 記） 

 

 

 

 

 

 

〇令和３～５年度の受付状況（軒）について 

種別      エリア  東朋会   東台会   東睦会   合 計 

a. 令和 ３ 年度 ２ ５    ２    ９ 

b. 令和 ４ 年度   ４ ５ ８   １７ 

c. 令和 ５ 年度 ２      ４    ２    ８ 

  建物新築の事前協議は、令和３年（２０２１年）から、横浜市の地域まちづくり推進条例第１１

条第５項で、協議することにしました。これは建物が着工してからでは、防災対策に必要な施設の

整備依頼が間に合わないためです。そのため市に建築確認申請を提出する前に、地域の防災に関し

協議し協力して頂くよう、横浜市の HP「防災まちづくり」に記載しています。皆さま方には趣旨

をご理解頂き、事業者に事前協議が必要なことをお伝え下さるようお願いします。  （志鳥 記） 

 

 

 

 東久保町の防災拠点は稲荷台小学校です。また防災準拠点として東久保町会館、池ノ上公園を指定

しています。今回、準拠点開設訓練の一環として、上記のコラボ(ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ：共働)を計画しました。 

 事前に、平日の午後２時に大地震が起きた時、「東久保町会館で必要なもの、池ノ上公園で必要な

もの」を記入してもらいました。 

 また当日は、「在宅避難」と「地域防災拠点」のビデオを視聴しました。 

実際に大地震に見舞われた場合、自宅が住める状況であれば、在宅避難をお願いします。（在宅避難

はストレスが少ない、プライバシーが守られる、等のメリットがあります。） 

                3 月 23 日（土）10:0０～11:30  出席者 １８名 

                 〇 話合いから気づいた点、感想など 

  ・日頃から近所づきあいを大切にしています。 

・大地震が起きたら、自分の家族の安全を確認した後、向こう三軒両隣を見回ることにします。 

・土曜日は仕事があり出席できないことがわかり、次回、日曜日に開催、計画を検討したい。           

4 月 27 日（土）10:00～12:00  出席者 １３名 

                 〇 話合いから気づいた点、感想など 

  ・最近、池ノ上公園での炊き出しは出来ないのでは、と思います。 

  ・年配者や障害者等（一人で体を動かせない人）の、避難者向けの対応を検討してほしい。 

 ・以前にプロフェッショナル登録制度（看護師、消防関連人、大型運転手等）があったと思うが、

町内会の人の活用を、再度検討してください。 

 

〇今後も、自主防災組織とのコラボ、「在宅避難」「地域防災拠点」ビデオの視聴を継続します。 

                                                （稲田 記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

                                                 稲田 記 

 

 

 

 

 

情報班 機動班 

 

救護班 生活班 

 3 月 16 日（土）横浜市とフジテレビ共同開催の「防災・減災推進研修（事例発表会）」が横浜市

の保土ヶ谷公会堂で行われました。 

発表の団体は、当東久保町夢まちづくり協議会「災害対策合同本部」の他に、栄区から笠間町内会、

瀬谷区からマークスプリングス自治会の 3 団体が発表しました。当日の参加人数は約 150 名で、東

久保町からは、町内会長 3 名を含め計 6 名の方が応援に来て頂きました。 

発表の中で、特に栄区の笠間町内会の「災害時要援護者の避難支援訓練」では、車椅子利用者の方々

を避難場所への案内を実施している点が参考になりました。 

 第 2 部では、フジテレビアナウンサー（木村拓哉氏）の司会進行で『地域の防災』を、様々な立場

で防災に携わっているパネリスト 7 名が参加し、デスカッション（討論）方式で行われました。 

  

                                      

 

 

  

（安藤 記） 

 

 

                   

                    

 

 

 

 

                          

 

                                         

        

 

 

                                                安藤 記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自主防災組織と災害対策合同本部のコラボ 

 

 

台風 15・19 号町内のつめ痕 

―３― ―２― 

建物新築 事前協議の状況について 

避難所開設（第一広場）、生活訓練実施しました！東睦会 

『 炊 き 出 し 訓 練 』 

炊き出し訓練 』 

 

 

  

横浜市防災減災研修事例発表会

会 

 

 

台風 15・19 号町内のつめ痕 

 

 

 『  テ ン ト ・ 参 加 者  』
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